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（様式第１号） 

平成２８年度 第４回芦屋市廃棄物減量等推進審議会 会議録 

日 時 平成２９年３月１７日（金）１４：３０～１６：２５ 

場 所 芦屋市環境処理センター １階 会議室 

出 席 者 会  長：井上 尚之 

副 会 長：千田 眞喜子 

委  員：住友 英子，武内 達明，樋口 勝紀，田中  隆，  

     大永 順一，吉田 直久，北村 佳子，空田 和具，  

     藤田 芳子，小笠原 清隆，小林 奈保子，山本 竜一， 

     山城  勝 

欠席委員：  

事 務 局：北川市民生活部部長，

     北村環境施設課長，藪田環境施設担当課長，

     大上収集事業課長，東山環境施設課係長，

尾川環境施設課係長，山中環境施設課主査，

井上環境施設課係員

オブザーバー：（株）日建技術コンサルタント 和田，土居 

事 務 局 市民生活部 環境施設課 

会議の公開 ■公開 

傍 聴 者 数 ８人 

１ 会議次第 

(1) 開会 

(2) 連絡事項 

(3) 議題 

・芦屋市一般廃棄物処理基本計画について 

・芦屋市一般廃棄物処理実施計画について 

(4) 報告事項 

・パイプライン施設について 

(5)その他 

(6) 閉会 

２ 提出資料  

(1) 次第 

(2) 「芦屋市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）（案）」 

(3) 「芦屋市一般廃棄物処理実施計画（ごみ処理実施計画）（案）」 
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(4) 「芦屋市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）（原案）」へのパブ

リックコメント 

(5) パイプライン施設について（報告事項） 

３ 審議経過 

（井上会長） 

議事に入ります。 

1 つめの議題，「芦屋市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）（案）」

について，事務局から説明をお願いいたします。 

（事務局 北村） 

環境施設課の北村と申します。よろしくお願いします。 

それでは議題に入らせていただきます。今回の審議会は平成２８年度芦屋市

一般廃棄物基本計画の策定に伴い，これまで８月，１０月，１１月そして１２

月にパブリックコメントを行い，審議会及び市民の皆様からの意見をいただき，

内部で集約・検討を行ってきました。今年度４度目となり，最後の審議会とな

ります。 

では早速ですが，資料の説明をしたいと思います。 

前回の審議会で出た意見をまとめまして，本編に追加・修正を行ったところ

を重点的に説明したいと思います。 

目次の次のページ，計画の構成というのがありますが，「計画策定に至るプロ

セス」を追加しております。第 1 章が基本計画の基本的事項となりまして，第

２章から第４章までが前計画の内容を整理し，課題の抽出，検証，評価を行っ

ていて，本計画の第５章 目標値の設定と第６章のごみ処理基本計画の策定の内

容について，つながっていくことを表しています。 

裏のページにまいりたいと思います。ここでは，１１月の審議会で，ごみの

種類が多いので分かりにくいという意見がございましたので，ごみの種類をご

理解いただけるようにまとめました。みなさんにお配りしている冊子では，白

黒となっておりますので，ちょっと雰囲気がつかめないということもありまし

て，１枚追加でまとめております。最終版ではカラーになりますので，こうい

う形で印刷されております。 

まずごみの排出量で，生活系ごみを赤の枠で囲みまして，事業系ごみをブル

ーの枠で囲っております。そして下には処理区分表ということで，これもカラ

ーで表しております。 
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次に１０ページにまいります。以前は計画書にアンケートを全て付けていま

したが，ホームページでも公表していますので，関連する部分のみを抜粋しま

して掲載いたしました。図表２-６市民アンケートの結果，図表２－７事業者ア

ンケート結果，このような形で掲載しております。 

続きまして１４ページです。これは（４）処理センターへの持ち込みという

ことで追加しております。平成２６年１０月から持ち込みごみの予約制が始ま

りまして，ここにも追加いたしました。 

次に１７ページになります。これは前回もご説明いたしましたが，大阪湾フ

ェニックス事業では大阪湾内の４箇所に埋立処分場がございまして，次の１８

ページですけども，まず上の表だけを前回つけていたのですが，文字が小さく

て分かりにくいということで，下に拡大図を追加しております。埋立処分場の

位置関係を詳しく追加しております。そしてその下，図表２-２０ 神戸沖及び

大阪沖埋立処分場概要ということで，平成２７年度末現在なのですが，この表

を追加しております。この表では神戸沖，大阪沖について，進捗率と受入終了

計画年度ということで，神戸沖では平成３４年度，大阪沖では平成３９年度ま

でとなっております。 

次に１９ページのフローですけども，この表の右側に再生資源化物の利用用

途ということで，写真を色々，服やアルミ缶などを載せていますが，その横に

主たる生まれ変わるものとして，前は例が１個，２個しかなかったのですが，

追記いたしました。 

そして次に８５ページになります。「４ 中間処理計画（ごみ処理施設整備計

画）」がありまして，ここでは記載内容を整理するとともに，８７ページ，次の

ページめくっていただいて，「イ 計画案の概要」についてというところで，「（ア）

再度延命化対策を行い建て替える案（単独処理）」「（イ）近隣市との広域処理を

行う案（広域処理・広域化）」の項目において，それぞれ内容を記載するととも

に，下に表があるのですけど，図表６-７ 施設整備計画スケジュール案を追加

いたしました。 

そして８８ページですけども，「ウ 今後の進め方」において，計画案の 1 つ

でもある近隣市との広域処理の検討をさらに進めるに当たっては，不確定要素

が多くあるため，施設整備時期が近い西宮市と検討及び協議を行うこととする

との内容と，施設の故障時や緊急時に備えて，近隣自治体とごみ処理の相互支

援体制についても検討が必要であるとの内容をそれぞれ追加しております。 

この資料に関しましては，説明終わります。次に別綴りパブリックコメント

の説明に入りたいと思います。 

Ａ３の大きな用紙になります。「芦屋市一般廃棄物処理基本計画（原案）への

パブリックコメント」ということで，募集期間が平成２８年１２月２６日から
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平成２９年１月２５日まででした。今回多くのご意見がありまして，提出件数

ございますが，１８名のかたから７３件のご意見をいただいております。２の

ところで取扱区分というところがありますが，「Ａ 意見を反映」３件，「Ｂ 実

施にあたり考慮」５件，「Ｃ 原案に考慮済み」５件，「Ｄ 説明・回答」６０

件となっております。 

まず今回の意見を反映しているＡについてご説明したいと思います。３ペー

ジになります。そこの中の№２０というところがあるのですけども，市民から

の意見では，芦屋市の集団回収の割合が全国や兵庫県と比較し高いのは，芦屋

市がそれだけ民意が高い表れである。しかし，賃貸住宅居住者の参加割合が低

いことに加え，自治会等がある地域でも，自治会に入らない方も増えているよ

うだ。その人達へ市と自治体が一体となって周知していく必要があるのではな

いか。今後も地域コミュニティーの形成や活性化に繋げていければと思うとな

っております。 

市の考えとしましては，今後は自治会等とも協働して，再生資源集団回収活

動を推進してまいります。本計画中，拡充方策「②再生資源集団回収活動の推

進」，先程の分厚い計画書７５ページの中に自治会等との協働を織り込んでおり

ます。これがＡという取扱区分です。 

次に６ページの４８番です。市民からの意見としまして，ＩＳＯ１４００１

は環境処理センター含めた芦屋市全体の活動か。地球温暖化含めて将来世代の

ためにも非常に重要な項目であるとなっています。 

市の考えとしましては，本市においては，独自の環境マネジメントシステム

（ＥＭＳ）により運用しています。そのため，継続方策「⑯処理センターにお

ける適正処理の実施」これが８２ページに掲載していますが，ＩＳＯ１４００

１に準拠した環境マネジメントシステムについては，本市独自の環境マネジメ

ントシステム（ＥＭＳ）に修正しますとしており，取扱区分をＡとしました。 

続きまして，同じページの№５０ですけども，市民からの意見としまして，

温室効果ガスについては，「その他必要事項」とするのでなく，本計画を進める

最重要課題の一つなので，もっと前面に打ち出すべきである。温室効果ガスは

世界的な最重要課題であるとなっております。 

市の考えとしましては，当該「温室効果ガス」については，９１ページ「そ

の他必要事項」の項目の中でその直前に一つの項目「６地球温暖化対策」とし

て別に記載するとしており，取扱区分をＡとしました。 

そして次に４ページですが，パイプラインについて多くの意見をいただいて

おりますので，説明したいと思います。３２番以下でご意見が続いています。 

市の考えを３２番の項目のところで説明していきます。パイプライン施設の

方針については，現在も利用者の皆様と協議中であり，あり方も含めた様々な



5 

課題等を整理しておりますので，いただいたご意見につきましては，今後の検

討の参考とさせていただきますとしております。 

ページをめくってください。 

№４６，４７になります。広域化でパイプラインの廃止につながることのな

いよう切望する等のご意見がありました。 

市の考えとしましては，パイプラインは，収集システムであることから，広

域化の検討の対象外としています。 

広域化につきましても，ページ６からページ８にかけて多くのご意見をいた

だいています。それぞれ市の考え方を記載しております。基本計画では西宮市

との広域処理についてはこれから検討及び協議を進めるとしております。以上

で説明を終わります。 

（井上会長） 

ありがとうございました。 

それでは，１つめの議題としまして，みなさま見ていてだいております芦屋

市一般廃棄物処理基本計画についての審議に移りたいと思います。昨年の第１

回から本日までの審議の内容を答申書としてまとめ，本審議会として答申する

ことになるのですが，計画の内容だけでなく，今後実際にこの計画を進めてい

く上で重視していくべき点などもございましたら，その点についてでも結構で

ございますので，ご意見をお願いいたしたいと思います。 

挙手していただきますと，指名させていただきます。 

今回はパイプラインと広域化については，まだ審議中ということでここには

具体的に入っていない状況なんですね。 

どうぞ，武内さん。 

（武内委員） 

今おっしゃられた広域化についてですけど，１５ページに書いておりますよ

うに，焼却施設概要で稼働が平成８年３月から２１年経過しているのですね。

芦屋の事情は分かるんですけど，相手さんのほうの施設ですね，そのへんとの

絡みが大きい問題になると思うので，そのあたりもここには書けないかもしれ

ないけども，どんな状況かを知りたいですね。 

（井上会長） 

藪田さん，どうぞ。 



6 

（事務局 藪田） 

はい。環境施設課の藪田です。よろしくお願いします。 

中間処理施設，焼却施設と不燃物を処理する施設などがございます。今おっ

しゃっていただいているのは焼却施設になろうかと思うんですけど，芦屋市の

焼却施設，こちらが平成８年に完成して動いているものでございます。 

西宮市さんにつきましては，東部総合処理センターと西部総合処理センター

ということで，２ヶ所，ごみ焼却工場がございまして，芦屋市と近いのが，対

岸に見えております西部総合処理センターになっておりまして，あちらが平成

９年にできております。 

そういうことから１年違いでございますけども，施設整備の時期が非常に近

いということが１つ。 

それと余力という面では，今西宮市さんのほうもそんなに余力はないと聞い

てはおるんですけど，次の焼却施設を建てるときにどうしようかなと。いわゆ

る施設整備時期が近いということでお互い同じような時期に建てるという中で，

一緒に作れる可能性がないものか，というような話を４月以降進めていこうと

いうような形です。以上です。 

（井上会長） 

ありがとうございました。 

他，何かございますか。 

それでは，今武内さんからいただきましたご意見も含めて，答申書としてま

とめていきたいと思いますが，どのようにまとめていくかということですね。 

これに関しまして何かご意見がございましたら。お聞かせください。 

答申ですが，昨年から今日まで，みなさんと一緒に審議してきたわけです。

その審議内容を，この基本計画にプラスするような形でまとめていけたらな，

というふうに考えております。 

答申と言いますと，１から議論するというやりかたと，今までやってきたこ

とをここにプラスして書かせていただくという 2 通りがあるのですが，今回は

後者の形でやっていきたいというふうに考えております。 

この計画の中身について，特に変更すべきというようなご意見ございますか

ね。 

〔「なし」の声おこる〕 

特に変更しろという，ご意見がないようでございますので，全体としては妥

当であろう，また今まで出された意見を，この計画を進める上で重要事項とし
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てまとめるという，先程申しました答申書のスタイルでいきたいと思います。

そして細かい文言につきましてはですね，会長の私に一任していただけました

らと思います。 

私のほうで事務局と調整させていただいて作成します。それでよろしゅうご

ざいますか。 

〔「はい」の声おこる〕 

特にご意見ございませんので，私のほうで，これまでの審議及び今日の審議

の内容に沿って，この計画書に対する当審議会の答申書を作成させていただき

たいと存じます。 

そしてその出来ました答申書は，後日みなさまにお送りします。事務局から

お送りさせていただくという形をとらせていただきたいと存じます。それでよ

ろしいでしょうか。 

（山本委員） 

よろしいですか。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（山本委員） 

答申書っていうのは，それはあくまで答申案ということで我々受けるんでし

ょうか。それとももう，案でなくて出来上がったものとして。 

（井上会長） 

これはですね，出来上がった形として出したいと思います。 

（樋口委員） 

方法はそれでいいと思いますけど，１３ページの回収業者，集団回収の中で

回収業者からの売却代金を得ることができますという表現になっていますが，

売却代金を出しているところと出していないところが業者によってあります。

このあたりは市からの指示で統一していただけないでしょうか 

（井上会長） 

いかがですか，北村課長。 
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（事務局 北村） 

自治会等が売却代金を受け取る場合は，報奨金をお渡しするということにな

っています。 

品目によっては０円という形のものが出てくる可能性はあるんですけども，

市からの報奨金は出ず，単独で業者さんと契約しているということであれば，

本市には情報は入りません。 

（樋口委員） 

よろしいですか。 

（井上会長） 

はい。どいうぞ。 

（樋口委員） 

業者を選ぶ段階で登録制になっているということは，市が，この業者ならい

いという選別をするわけですよね。その時の条件で自治会が集めたものに対し

ては 1 円なり売却代金を払いなさいと指導していただかないと，業者によって

は売却代金を出さないところもあります。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。山中さん。 

（事務局 山中） 

山中でございます。集団回収の業者につきましては，それぞれが売却代金を

設定されておられます。 

それは回収地点から地域の団体の場所まで行くのに距離が遠くて，料金がか

かるということがあったり，専門であれば売却代金が高く売れる業者を知って

いるということで，逆有償にならないように値段がついているということです

ので，そこはそれぞれの業者のやり方によって違います。 

地域団体のほうも例えば毎週来てとか，月に 1 回来てとかいうことで収集頻

度も違うということで，それぞれの単価がついているということになりますの

で統一がなかなか難しい状況です。 

（井上会長） 

いかがですか。樋口さん。 
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（樋口委員） 

完全な統一は難しいのですけども，売却代金を出さないところと出すところ

があることについて，ある程度統一していただきたいです。何でかといいます

と，だいぶ前からのお話の中で，資源ごみの回収だけを取り上げると市として

は赤字というか，人も使いますし，古紙だけを集めるっていう事業があまりで

きないので，だから自治会に声をかけて自治会でやってくれと，その分の報奨

金を出しますよ，というスタンスであるならば業者，自治会同士でそんなに揉

めるわけではないのですけど，共通のルールみたいなものを作っていただくと，

もうちょっと集団回収が進むのではないかと思います。 

私たちのところはお金をいただいていません。お隣のところは，業者が違う

だけで 1 円もらっているとか２円もらっているとか，そうしたらそこの業者に

頼むと多分受けてはくれるのですけども，そこが多くの団体と契約するように

なりポシャると，また今度違うところと契約しないといかんというね，そうい

うことになるので，できれば最初の業者を選ぶときに最低限の条件を市のほう

で明示していただけたらと思います。 

あとは遠い距離まで，例えばですけども，奥池まで行かないといけないので

あれば，また考えないといけないことですけど，芦屋市内といっても，そんな

に山あり谷ありではないので，共通の条件を付けていただけたら助かります。 

（井上会長） 

どうぞ，北川部長。 

（事務局 北川） 

回収業者さんは，集めた資源ごみを市民のかたから回収されて，その業者さ

んがまた次の再生業者に売られるわけですよね。 

お気持ちよく分かるんですけど，市場価格の中でやっておると思いますので，

少しそのあたりはお返事しにくいところやと思うんですけど，業者には少し事

情を聞いてみます。 

（井上会長） 

はい。ありがとうございました。では，一旦事情を聞いていただくというこ

とでお願いしたいと思います。 

（吉田委員） 

今の質問は価格を統一するということですか。 
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（事務局 北川） 

多分そういうことをご希望なさっていると。 

（樋口委員） 

ここに書いてあるように，回収業者から売却代金を得ることができますとな

っています。ただ，実際にはもらえるところと，もらえないところがあるので，

そこは統一するよう，市から指導をしていただけないかと，そういう意見です。

それに対して，業者の事情聞いてみるということですので，それで僕は結構で

す。 

（井上会長） 

業者の登録時にご指導いただくということになるのでしょうね。 

では一度，部長のほうから聞いていただくということで。お願いします。 

他，何かございますか。はい。吉田さん。 

（吉田委員） 

今年度４回目ですよね。計画案を読んだりしたけど，この４回で何の議論を

したのだろうって。何か結論得られたのだろうか。 

要はね，僕が考えたのは，元を全部減らしたらいいっていうことなのですよ。

だからこれ運搬も焼却も全部減りますよね。 

（井上会長） 

元を減らすとはどういう意味ですか。 

（吉田委員） 

元っていうのは各個人または業者の出すごみ。それで各家庭が出すごみを減

らしたらいい。 

（井上会長） 

そういうことですね。 

（吉田委員） 

それで業者は廃棄物を減らしていく全部減りますよね。焼却も減るし，運搬

も減るし。それから大阪湾の埋立処分量も減るしね。一番元のやつを減らすに

はどうするのという議論したらいいんと違いますか。 
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（井上会長） 

その議論ですね。 

もとを減らすっていうのは大前提でやっているのですけどね。 

（吉田委員） 

中間のごみを，それをこういう風に方策を立てて，立派なものです。結構で

す。だけど，元を減らしたら全部減ります。 

（井上会長） 

吉田委員の「お金書いてください。」というご意見も，ここに入っています。 

（吉田委員） 

それで，例えばパイプラインをやめるとか，そんなことじゃなくて，例えば

方法としたら，もう有料にしたらいいじゃないの。みんなから金をとったら。 

（井上会長） 

それは何の話ですか。パイプラインの話ですか。 

（吉田委員） 

全部の話。 

パイプラインもそうだし，それから要はごみを減らすということです。だか

らみんな，各家庭が減らす。個人が減らす。それから業者が減らす。 

今やったら関係なくネットの中に入れたり，パイプラインの中に放り込んだ

りしますよね。 

（井上会長） 

ごみを減らす方法をもっと書きこんだらよいという話ですか。 

（吉田委員） 

そうそうそう。だって標題がそうなのだから。 

（事務局 北村） 

冊子のいちばん上にもあるのですけど，いちばん上に発生抑制（リデュース）

っていうのがあります。それを具体的な方策で市の役割と業者，市民の役割と

いうことでここに掲載して，これを実践した結果，ごみの減量になるのではな

いかということで，まとめています。 
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（井上会長） 

副会長どうぞ。 

（千田副会長） 

計画の２ページに，発生抑制は一番優先度が高い，と明記してあるので，ご

意見はもっともですけど，これをもっと分かりやすくしていただいたらいいの

ではないですか。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（事務局 北川） 

ごみを減らすようにすればよいというような究極のお話です。 

６１ページ，家庭系ごみは表の中で，1人 1日当たり家庭系ごみは１０年間に

９４．５g，１人１日当たり減らしましょうという目標ですね。 

ここだけ見れば数字だけが出ています。では，どうするんだということです

ね。７３ページです。目標値を達成するための方策，目標値を達成するために，

市民，事業者（行政）が協働して実施する方策を推進しますということで，73

ページ以降，取組みをあげています。 

これを１０年間かけて取組んでいって目標値を達成するのが計画でございま

す。 

有料化したらどうだというご意見もありましたけど，それも検討しなければ

ならないということは８２ページに書いてございます。８２ページの表の一番

上，有料化の検討ですね。 

概要というところで２行目，排出量の推移や方策の実施状況により，導入を

検討するということでございますので，取組みをまずやっていくんだというこ

とです。そこの出来具合を見ながら有料化も検討しなければならないというこ

とをここで述べています。 

有料化よりもまず，方策をがんばって取組む。そこで数字が減ってくれば有

料化までいかなくてすむかなと，こういったことを今考えているということで

す。 

（吉田委員） 

すいません。私は家庭とか，生活する上で具体的に何をしたらいいの。ここ

に書いているのを読むだけでいいのですか。 
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（井上会長） 

それを，できるだけ実行していただこうという話です。 

（吉田委員） 

具体的な内容がありますか。 

（井上会長） 

７５ページから，書いてございますよね。そういうことを地道にやっていこ

うというお話です。 

（吉田委員） 

市の方に聞きます。具体的に何をしたらいいですか。 

（事務局 北村） 

まず新規方策で７３ページですが，地道な取組みになるにはなるんですけど

も，マイ食器，マイボトルの利用とか，まず割り箸は使わずに自分の箸でご飯

を食べる，他にいいますと，食事をされますと，やはり洗い物をした時に水を

含んだごみが出ますよね。それを絞ってごみとして出すという地道な取組みに

よって，個人個人がそういう取組みをすることによって減量につながるという

ことです。 

（吉田委員） 

課長さんは家で割り箸なんか使ってるんですか。 

（事務局 北村） 

自分の箸を使うようにしています。 

（吉田委員） 

ほとんどの人はみんな家ではそうでしょ。そうしたら，コンビニとかで何か

買った時は。 

（事務局 北村） 

私は断っていますが。 
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（吉田委員） 

そういう時に割り箸とかついていますよね。それを極力やめようということ

ですか。そういうことを言っておられるんですか。具体的に。 

（事務局 北村） 

そういう積み上げですね。 

（山本委員） 

よろしいですか。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（山本委員） 

吉田さんの意見を別の言い方で意見さしていただきますと，例えば１４０ペ

ージにね，目標値が，３８年度の目標値が書かれていますけども，要はおっし

ゃっていることというのは，例えば有料化をすることによってもっと数値が低

くならないか，ということだと思います。 

我々県の立場からしても考えると１４３ページに３２年度の県の目標値，１

人１日当たりのごみの排出量が書かれていますので，もう少し踏み込んで，例

えば有料化なりを検討してそういった数値を比較するというやり方もあるんじ

ゃないか，というような意見かなと思って聞いていたんですけど。 

要はもう少し踏み込んで出来ないのか，というような意見かなって私は聞い

ていたんですが。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（事務局 北川） 

有料化に踏み込むというお話ですけど，市民生活に影響するものでございま

すので，そこは慎重にということと，10 年分の計画を立てたところでございま

すので，まず方策を進めていくというのが順番ですので，進み具合はやはりゆ

っくりといいますか，そういう形でやっていけたらというのが市のスタンスに

なっています。 
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（井上会長） 

大学でもですね，３Ｒっていうのを徹底しようということで，教えているわ

けでございますけども，要するに，今部長や課長がおっしゃいましたように，

７３ページから方策をずっと書いてございますよね。 

そういうこと，やっぱり地道に実行していきましょうということに尽きるん

ですよ。 

それで神戸市等はごみ袋をもう有料化しています。しかし，やはり反発もそ

れだけ大きいものがあると思われるお話です。まずは，３Ｒを徹底してやって

いこうという市の方針でございますね。 

（武内委員） 

よろしいか。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（武内委員） 

武内です。要は積み重ねだと思います。例えば７７ページの中にもあります

ように，市民としては食品ロスが発生しないようにする。日本の輸入食料の４

割ぐらいがほかされていて，韓国では大体食べ残しは全部飼料にする。 

だから，つまようじとかお箸をその中に入れない。割り箸は使わないらしい

ですけど，そういう努力をしている。 

そういうことである程度はごみを減らせるということと，あれどうなったか

なと思うのは，コンポストですね。昔はあったかな，という気がしますが，コ

ンポストはそういう食べ残しを飼料化できるということ，もう 1 点，いわゆる

公園なんかの，落ち葉ですね。落ち葉の堆肥化。それを現にやっているところ

も何箇所かあるわけで，あれもかなりの量になるわけでしょ。それが飼料にな

るわけですから，そのあたりが書けるかなと思います。小さい割合ですけど。

そういう積み重ねだと思います。 

（井上会長） 

どうですか。北村課長。コンポストっていうのは入っていますか。 

（千田副会長） 

７９ページに。 
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（井上会長） 

７９ページに入っていますね。 

だから，書けるものは全部書いていただいている，ということですね。 

はい。どうぞ。田中さん。 

（田中委員） 

こういう話が出たら必ず有料化いう話が出るのですけど，神戸市はもう数年

前から袋有料化していますけど，効果はあがっているのですか。 

具体的に分かれば数値教えてほしいです。現実にやっている都市の実績がま

ったく分からないのにそういう話ばっかり出るのですよ。 

（事務局 北村） 

今後研究課題としては他の自治体も含めて調査して調べていきたいとは思っ

ています。 

（井上会長） 

神戸市に 1回，聞いていただいたらいいと思います。 

（田中委員） 

もう 1 つ。それからこれを今まとめてですね，一般市民にはどういうふうに

ＰＲするのですか。 

（事務局 北村） 

よろしいですか。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（事務局 北村） 

すいません。方策の位置付けですけども，市民の役割，事業者の役割，市の

役割としてこういうふうに取組んでいきましょうということで書いております。 

（田中委員） 

チラシか何かを作るのですか。 
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（事務局 北村） 

はい。２年おきに家庭ごみハンドブックを作っていますが，見やすいように

したり，あと事業系ごみハンドブックですね。事業系ごみが家庭ごみステーシ

ョンに出されたりもしていますので，そのあたりの啓発，市としてはそういう

啓発等を含めてごみ減量化に取組んでいきたいと思っております。 

（井上会長） 

はい。どうぞ。 

（事務局 北川） 

具体的に何をするんだということなんですけども，次の議題になってます実

施計画。 

基本計画１０年ですけども，実施計画は毎年やっています。そこで細かくこ

ういう区分でやっていくというわけでございますので，そのあたりは次の項目

でまた説明させていただきます。 

（井上会長） 

はい，ということで，ありがとうございました。 

そういたしましたら，先ほど申しましたように，会長である私が，今の情報

も踏まえて，答申書をＡ４一枚程度にまとめまして，出来ましたらそれを事務

局から送って頂くということでお願いしたいと思います。 

そうしたら今，北川部長がおっしゃいましたように，次のですね，薄いこの

芦屋市一般廃棄物処理実施計画，上に平成 29 年度と書いてあるものです。これ

を見ていきたいと思います。 

北村課長からご説明お願い致します。 

（事務局 北村） 

はい。この冊子，芦屋市一般廃棄物処理実施計画となっております。 

ページを開いてもらいまして，２ページです。 

この計画の位置付け，こういう形になっておりまして，これは基本計画の表

と同じようなデータを付けているんですけど，上位計画として右側に芦屋市総

合計画，芦屋市環境計画とありまして，その下に芦屋市一般廃棄物処理基本計

画と芦屋市一般廃棄物実施計画ということになります。 

この計画は，基本計画を前提とした実施計画となりまして，来年度の実施計

画については本年度の末までに策定する必要があります。 

平成２９年度の実施計画については，今回議論していただく計画となってい
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ます。 

概要としましては，基本計画が１０年間の計画でありますが，この計画の中

の方策は毎年度目標をたてて，どのようにしていくかを 1 年ごとに記載するも

のとしています。 

方策につきましては，この冊子の９ページ以降に書いております。これは平

成２９年度に実施する方策を行う前に，まず現状を把握して課題の抽出を行い，

その課題に対してどのうような対策をとるのかというのが方策になりますので，

その評価については，この冊子の７，８ページに評価というものがありますが，

こういった構成になっています。 

基本計画及び平成２７年度までの実績評価を基に，この７ページ，平成２７

年度実績とあるんですけど，これを基に平成２８年度についても，あくまでも

見込み数値という形で評価しています。 

それでは，２９年度の方策になりますが，ピックアップしてご説明したいと

思います。 

９ページをご覧ください。先ほどもお伝えしましたけども，新規方策として

マイ食器，マイボトルの利用，「事業系ごみハンドブック」の発行，小型家電及

び乾電池回収ボックスの設置に取組むことを検討しています。 

小型家電及び乾電池ボックスというものは，これは新規で上がっていますけ

ども，各本庁なり，小型家電ボックスというものを，９０Ｌくらいのボックス

ですね，それを設置しまして，そこにゲーム機とか，レアメタルが非常にとれ

ますので，ゲーム機とかデジタルカメラとか不用品となったもの入れてもらう

ということに取組んでいきます。そして，その横に乾電池ですね，主にリチウ

ムバッテリーとか，リサイクルできるものそこに入れていただくというものを

設置しようと考えています。 

そして，次に２番，次の１０ページになります。 

拡充方策として，②再生資源集団回収活動の推進ということで，今現在では

１７４団体，集団回収団体があるんですけども，これを２００団体に増やそう

と考えております。 

これは，まず対象基準の緩和としまして，地域住民の団体を２０世帯，現在

では２０世帯としているんですけども，これを１０世帯に減らすなど登録しや

すいように考えています。 

そして，その下の③「スリムリサイクル宣言の店」の推進ですけでも，これ

も取組みとして８２店舗を１００店舗に増やそうとしています。 

そして，次に⑤ごみ処理に関する情報の提供としまして，パブコメでも意見

がございましたごみの減量化・再資源化につきましては個人個人の意識の問題

がかなり重要視されていますので，情報の提供が重要になっております。その
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ため，広報紙，ホームページにおいてもこういう啓発に取組みたいと思ってお

ります。 

次に，⑥ですけども。これも先ほどお伝えしましたけども，「家庭ごみハンド

ブック」及び「ごみ収集カレンダー」の発行ですが，家庭ごみハンドブックは

２年ごとに発行しているんですけども，来年度，全面改訂しまして，今では市

民のかたから見にくいという話もでてきていますので，工夫をしてわかりやす

いハンドブックを作りたいと思っております。 

以上が取組みとなっています。 

次に，１７ページに，収集・運搬計画というのがございまして，現在，蛍光

灯や水銀体温計など，水銀を含有する廃棄物はその他燃やさないごみとして分

別収集していますが，「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」の施行，こ

れが２８年１２月でして，より適正な処理を図るため，分別収集方法及び処理

方法について検討します。今後，どの自治体も取組んでいく方策になりますの

で，２９年度内に一定の方策を立てまして，平成３２年度から本格的に実施す

る予定になっております。 

続きまして，１９ページになります。 

パイプラインの施設ということで，老朽化しているパイプライン施設につい

て施設のあり方も含めた様々な課題を整理して施設の運営方針を定めるため，

利用者との協議を行い，廃棄物減量等推進審議会に諮問していきます。 

次に２４ページになります。 

ごみ処理施設整備計画ということで明記しております。効率的で持続可能な

運用を目指した施設の運営方針を定めるため，広域化の可能性について西宮市

と協議を行い，一定の方針を定めていくとしています。この件につきましては

２９年度に方向性の結論を出したいと思っております。 

そして，この冊子には，実施計画に伴う添付資料，ごみ処理の経費，過去５

年間の排出量実績，基本計画において今後１０年間の目標値数値，中間目標ま

での毎年度の設定値などを掲載しております。 

以上となります。 

（井上会長） 

どうもありがとうございました。 

ただいまのご説明に対しましてご質問ご意見ありましたらお願いします。 

はい，小笠原委員。 

（小笠原委員） 

はい，大栄環境の小笠原です。お世話になっております。 
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リサイクル率に関しまして，５ページ見て頂きますと，平成２７年度で実績

で１７.１％，２８年度見込みが１６.８％と未達成と，目標に対して未達成の

見込みの中，２９年度の目標値に関しましては，３２ページで１８％をうたわ

れています。 

リサイクル率をどう増やしてくかという施策に関しましては，８ページです

ね，５番のところにあります，リサイクル率に関しましては集団回収の推進及

び，燃やすごみに多量に混入している紙資源等の分別回収の徹底を推進します

という施策で，今年度未達だったプラス，１８％と増えた目標に対して方策を

進めていくとなっています。 

基本計画，ごみ処理基本計画には，びんの選別に関することがうたわれてい

ましたが，今回９ページ以降の方策を見て行く中で，集団回収に関しましては，

２番の拡充方策のところで新たにうたわれていますが，燃やすごみに多量に混

入している紙に関しては分別の徹底の推進，１２分別の徹底の推進ぐらいしか

具体的な方策としてない中で，そのリサイクル率を増やす取組みとしてどうで

しょうか。十分でしょうか。お伺いしたいと思います。 

（井上会長） 

どうぞ，北村課長。 

（事務局 北村） 

これは，以前にも計画の中でうたっていますが。雑がみというコラムをこの

計画の末尾に参考として入れています。 

その中で，雑がみの種類ということで，ティッシュケース，お菓子の箱，ハ

ガキ，学校から出るプリント類の名称を出しているんですけども，そういった

細かい取組みで再資源化できるのではないかと考えております。 

（井上会長） 

よろしいでしょうか。 

他，まだ発言されていない委員の皆様何かございましたら。 

北村委員，何かございませんか。 

（北村委員） 

事業所ごみのことですが，芦屋市には事業所っていうのは飲食店もあれば美

容室もございますよね，これは市のほうから事業所ごみとなるからそういう措

置をして下さいということを言うて回られるのですか。それともただハンドブ

ックを渡すだけですか。 
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飲食店なんか，私が見ていると，家庭ごみのとこに放り出されている，そこ

にカラスが来る。 

やはり，同じ町内で，ここの事業所，家庭ごみとして出されているなと思っ

ても，やっぱり言いにくい。なんぼ自治会長をしているかと言っても，あんた

とこ事業所ごみやから業者に取りに来てもらいなさいと言える所と言えない所

があるんですよね。だからそういう点は市のほうで指導して頂けたら，まあ２，

３ありますはうちのとこでも。新しくできたお店には，こちらから事業所ごみ

は業者さんにお願いしてくださいねって言うんですけど，前からある店にはち

ょっと言いにくい点があります。 

ただハンドブックだけ渡しといても，許可業者との契約は，やっぱりお金が

いることですからね。 

（井上会長） 

北村課長いかがですか。 

（事務局 北村） 

以前にも，ビラをつくって，事業系ごみはこういうものですよっていうこと

で，家庭ごみステーションに出さないでくださいとお配りしていました。 

来年度はハンドブックを作成しまして，同じような形で啓発していきたいと

思っています。 

（北村委員） 

それを配ってもらうだけではダメですよ。 

やはり，ここはと思う所は，足を運んでもらいたい。 

（事務局 北村） 

それは考えております。ある程度配布も含めて，工夫をして取組んでいきた

いと思っています。 

（北村委員） 

だいたい前日の晩に出されるんです。飲食店は特に。 

そこに住んでいる方はあれなんですけど，通ってきてはるお店は前日に出さ

れる。 

私も夜中にいちいち見ているわけにもいかないんでね。 
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（井上会長） 

北村委員も具体的に店の名前がわかるのでしたら，市に言って頂いてご指導

いただけないですか。 

（事務局 北村） 

言って頂けましたらこちらから出向いて，啓発をかけていきますので， 

（井上会長） 

北村委員の名前出さないようにしてね。 

（藤田委員） 

今の話ですけど，私の店は芦屋浜センターですけど，ごみの業者のかたと正

式契約を結んで全部するように指示は頂いて，しているつもりですけど，家庭

ごみとして出しているところがあるということ自体が不思議な話やなと，一時

事業者はそうしないと罰金取られるという話がまわってきたと思うんですけど。 

（事務局 北村） 

そういった事業所には出向いて周知していきたいと思っています。 

（北村委員） 

回覧板も回すんですよ。手書きでお願いしますと，前日には出さないでくだ

さいと書いては回覧したり，収集のかたはご存じだとは思うんですけど，おか

しいごみが出ているんです。うちのとこ。 

危なっかしい，この間も収集のかた来られて，警察のかたと協議しますとお

っしゃったと思うんですけど，怖いです。 

もし火薬が入っていたら。あれ，花火でしょうか。 

（事務局 北村） 

センター内で共有しています。 

（井上会長） 

こちらにも言って頂いて，北村課長の方から指導頂くということで。よろし

いですか。他何かございますでしょうか。まだ発言されていないかたどうでし

ょうか。 

（藤田委員） 

今の話ですけども，そしたら一時，ごみを許可業者に出さない場合は罰金と
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かいうあれが回ったと思うんですけど，それはどういった意味で回っていたん

ですか。 

家庭ごみと一緒に出したりすると，罰金をとりますよと市のかたから言われ

たと，商工会の方でどうなっているんだと話が出たという話を聞きました。 

（事務局 北村） 

事業者が家庭ごみステーションに出しているという事実があれば，まずは指

導というのが市の業務となっていますので，それを指導してちゃんとルールを

守ってくれるのであれば，それで済みます。知らなかったという事業者さんも

おられますので，それも含めて市の方で啓発をかけていきたいと思います。 

（井上会長） 

よろしくお願い致します。 

そういたしましたら，４番の報告事項，パイプライン施設について事務局様

から説明お願い致します。 

（事務局 藪田） 

環境施設課藪田です。 

４番の報告事項です。パイプライン施設についてということで，資料につき

ましては，本日配布させていただきました，Ａ４一枚物の資料です。 

一番上にパイプライン施設について（報告事項）と書いてあるものです。 

こちらは，読み上げながら説明をしていきたいと思います。 

まずは 1 番ですけども，皆さんもご存じだと思いますが，廃棄物運搬用パイ

プライン施設の老朽化や費用の課題などがあるが，平成２４年度から施設のあ

り方を市で検討しております。 

平成２６年度に有識者等で構成された廃棄物運搬用パイプライン施設検討委

員会，ここの各委員さんから，パイプラインを利用している利用者の意見をよ

く聞いて検討を進めるようにと，ご意見をいただきましたので，平成２７年度

につきましては集会所などで合計１６回程，勉強会や見学会を開催してまいり

ました。 

今年度，平成２８年度につきましては，パイプラインを利用されている住民

の皆様と話し合いを行っております。 

２番の平成２８年度の実施内容でございます。 

パイプラインを利用されている住民の皆様との話し合いということですけど

も，（１）ゴミパイプライン協議会の設置ということで，この地域のパイプライ

ンを利用されている住民の皆様で構成されているゴミ収集パイプライン利用者

の会と市とで，お互い知恵を出し合って，この課題を解決するためにゴミパイ
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プライン協議会というものを設置いたしました。 

（２），この協議内容でございますけども，平成２８年９月から毎月１回この

協議会を開催しておりまして，非常に建設的なご意見を頂きながら，現在では

７回開催してきております。 

またこの協議会の作業グループを設置しまして，テーマごとに詳細な検討や

協議を進めていっております。 

その内容ですけども，説明としましては，この６点ほど書いておりますけど

も，こういったことをしております。 

まず１つめは，ゴミとパイプラインに関する基本的なデータの確認というこ

とで，過去からのごみ量とか費用なんかの推移をお互い確認していっておりま

す。 

そして，施設の現況ということで運転状況ですね，どのような運転をしてい

るのか。実際施設の老朽化を写真とか色々なデータに基づいて説明しておりま

す。 

次が，維持管理費の内訳ということで，毎年かかっておりますパイプライン

の維持管理費の中身を説明させて頂いております。 

工事費とか委託料とか電気代なんかがこの中にはいっております。 

その工事費ですけども，大きなところで輸送管の穴あきの状況とその補修方

法を勉強しながら説明して進めていっております。 

それと，施設改修の費用ということで以前，平成２６年度のときに市が出し

ました費用について説明させて頂いています。 

それとで，パイプライン導入時ということで，昭和５４年から動いておりま

して，このパイプラインは昭和５０年とか４０年後半の辺りで導入ということ

が決まってきたのですけども，その当時どういう話があって，どういうデータ

を基に導入していったのかという辺りのデータなどをご説明させていただいて

います。 

こういうようなことをずっと説明させて頂きながら，お互い知恵出し合って

いろんなこと提案をしながら進めていっております。 

その下の提案事項というところですけども，まずは維持管理費の削減という

ことで，電気代がかなり高いですので，それをどうにかして削減できないかと

いうところで，まずは電力入札の実施ということを２８年度は行いました。 

それとですね，パイプライン運転をしています大きな機械ですね，非常に電

気代がかかるもので，そちらの運転時間を変更することによって電気代を下げ

ようというような取組みもしております。 

それと，いろいろな委託があるんですけど，委託の中身も見ていき見直しな

どもしております。 
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次，輸送管の補修費の削減ということで，新たな補修方法がないのかという

ところで，よく下水道管で採用されていますライニング工法，輸送管の中から

機械を入れてライニングしていく工法ですけども，これがパイプラインでも使

えないものか，いくつかメーカーさんからヒアリングを行いまして，実際に施

工してみて現在減り具合だとか不具合を検証しております。 

その次，施設改修費の削減ということで，我々が提示しました改修費用，改

修内容をこちらの中身を削減できないものかということで，内容や施設の使用

期間なんかもいろいろパターン考えながら現在も検討中ということでございま

す。 

それと，利用者と市との情報共有というところで，どういうような内容のも

のを利用者と市は情報共有したらいいのか，利用者は何を知りたいのか，など

をいろいろと検討しながら，ではそれをどうやって伝えていったらいいんだろ

うということも踏まえて，今も検討しているところです。 

その次ですね，パイプライン以外の収集方法ということで，なかなかこのパ

イプラインというのは便利でいいのですけど，それ以外の方法は考えられない

のかという話もあります。 

これは，また今後の検討となるのでしょうけど，こういったことも検討して

いけたらなと，やはりパイプラインの今の利便性とか費用とかを考慮しながら

考えていきたいなと思います。 

（３）になります。この協議会の取組み内容の公開ということですけども，

この協議会の会議録を作成しておりまして，芦屋市のホームページとかゴミ収

集パイプライン利用者の会のホームページで公開しております。その下に，ホ

ームページのアドレスを書いてございます。もしよければ，見て頂いて確認し

て頂ければと思います。 

３番の今後のスケジュールでございます。平成２９年度４月以降，こちら２

９年度も引き続きパイプラインを利用されている住民の皆様と話し合いを行い，

今後の施設のあり方を整理して，夏頃か秋頃かというところで，はっきりとは

決まっていないのですが，平成２９年度中には，廃棄物減量等推進審議会に諮

問させていただく予定としております。 

なお，当初は平成２８年度中に廃棄物減量等推進審議会に諮問させて頂く予

定でございましたが，現在，利用者との話し合い，ゴミパイプライン協議会と

いうのを進めておりまして，そこで解決案作成というものに向けて取組んでお

りますので，この諮問時期というのを延期させていただいたということでござ

います。 

また，平成２９年度に入りましたら，諮問までの間，夏以降になるかとは思

いますけど，諮問までの間にパイプラインの理解を深めて頂くために，ゴミパ
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イプライン協議会の取組みなんかをここの審議会でご説明させて頂きたいと思

っております。 

４番の報告事項については以上です。 

（井上会長） 

はい，ありがとうございました。 

ただいまの藪田さんのご説明に対しましてご質問ご意見ありましたらお願い

致します。 

（吉田委員） 

すいません。 

（井上会長） 

はいどうぞ，吉田さん。 

（吉田委員） 

会議して，協議会でやっているのも知っていますけど，突然に市が，あと１

年または２年後にやめるということはないんですか。 

（事務局 藪田） 

突然，１年か２年でやめるという判断ですけども，例えば，廃止，止めると

なった場合でも，ごみというのは毎日生活しているとでてきますので，やはり，

違う収集方法を用意しないといけないので，１６，０００人のかたがお住まい

ですので，そんなすぐに１年，２年で止めてすぐに次の収集方法に切り替えと

は難しいと考えています。やはりそこはある程度期間はいるのかなと思ってお

りますし，今一緒に考えていっておりますので，そんな極端なことは出来ない

のかなと思っています。 

（吉田委員） 

何年ぐらいだったら妥当なのか。 

話しにくいですね。これは一生懸命努力しておられる。これは継続する意味

で書かれているのですよね。そう解釈していいのですね。 

（事務局 藪田） 

解決案を作るという取組みですね。 

今の費用がかかっているという課題を解決する案を作っている，考えている
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というところでございます。 

（吉田委員） 

パイプラインの課題を解決するということではない。代替を求めて解決する

というのではないですね。 

（事務局 藪田） 

解決案にはいろいろと方法があろうかと思います。 

（井上会長） 

はいどうぞ，田中さん。 

（田中委員） 

平成２６年に，有識者会議で意見が，回答が出ているのですよね。これは単

なる意見なの，それとも諮問して意見を聞いたのですか。 

それともう１つは，１番下に，３番に２９年度中にはこの審議会に諮問させ

て頂く予定ですと，何を諮問されるのですか。 

というのも，既に２６年に専門委員会で話し合いなさいと答えが出ているの

でしょ。それ以上のことをここに要求されるのですか。 

（事務局 藪田） 

２つ程ご質問があったかと思います。 

平成２６年に頂いた意見ですね。この有識者っていうのは，学識経験者であ

りますとか弁護士の先生とかが，集まって頂いて検討してみてもらったのです

けども，この検討委員会っていうのは諮問機関ではないので，決定権とか権限

は一切ないということで，それぞれの立場で見て頂いて，それぞれの委員さん

が意見を述べるというような会議でございました。 

ですので，専門知識に基づいてそれぞれの委員さんが述べて頂いた意見とい

うことです。 

平成２９年度中というのは，この廃棄物減量等推進審議会ですね，市の諮問

機関であります，この審議会に諮問していきたいと考えております。 

以上です。 

（田中委員） 

何を諮問するのか。 
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（事務局 藪田） 

そうですね。 

何をというところを今，考えているところです。 

ただですね，ゴミパイプライン協議会で話をさせてもらっていますので，こ

の利用者と一緒に作り上げた解決案を参考にして，できるだけこの審議会の委

員の皆様が答申を出しやすい諮問を作っていけたらなと考えています。 

ただ，まだその話し合い中といいますか，協議中ですので，具体的にこうい

ったことを諮問するというのは出来ていないという段階でございます。 

（田中委員） 

たぶんね，パイプラインは今後どうしたらいいのかという，何か，大きなく

くりで，出てくるような気がするのです。万が一ですよ，パイプラインは皆さ

んどう思うか知りませんけど，パイプラインは存続すべきだ。もう一つの意見

として廃止すべきだと諮問されたらどうするのですか。協議している意味何に

もないでしょ。そういう諮問は絶対止めてほしい。 

ということは，最後には，有識者会議で決まった，当事者同士で充分話し合

いしてくださいと言うしかないのと違いますか。無責任かもしれませんけど。

答え出ませんよ，私はようだしません。 

（井上会長） 

北川部長宜しくお願い致します。 

（事務局 北川） 

田中委員からのお話は以前からいろいろ伺っています。皆さんの心配事だと

思います。それを重々わきまえて，作業しているということです。 

この協議会の作業，我々も利用者の会も大事にしている取組みですので，そ

こから何が出てくるかということ。今みなで考えている最中でございますので，

右か左かということだけで議論することはないかと思います。 

いろんなことを考えておりますので，随時，情報をお伝えして，みなさんに

も考えて頂いて，手続きとしては諮問という流れになります。 

（井上会長） 

宜しくお願いします。 

ちなみに，この審議会でパイプラインをお使いのみなさまもう一度言って頂

けますか。 
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－3名挙手－ 

（井上会長） 

3 人ですね。吉田さんと大永さんと空田さんですね。他の皆さんはパッカー車

収集ということですね。 

市民代表で来て頂いている住友さん，せっかくですからご意見ありますか。 

（住友委員） 

パイプラインのことですか。 

（井上会長） 

その他でも結構です。 

（住友委員） 

パイプラインの事は実際使っていないので，意見は難しいです。 

センターで実際のパイプラインを見せて頂いて，こういう装置があるんだな

と初めて見てビックリしました。 

（井上会長） 

西日本で動いているのはもうここだけ，南港もやっておりますが，南港は廃

止が決定しています。 

（住友委員） 

掃除機のようなシステムで，こういったものが芦屋に導入されているのかと。 

（井上会長） 

未来都市の象徴ということですね。 

（住友委員） 

そういう経緯があると読んで知ったのですけど。 

（井上会長） 

今動いているのは，千葉県の幕張，新潟の長岡，で南港とここの４つだけで

すね。 

とうことでございまして，また，諮問頂きましたら何らかのお答えは我々も

努力してやっていきたいと思っております。 

他何かございますかね。 
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はいどうぞ。藤田さん。 

（藤田委員） 

私もパイプラインというものを使っていませんのでよくわかりませんけど。 

今，このパイプライン協議会というものを作ったとおっしゃっていましたが，

これは廃止のために進んでいるものなのか，継続するために，はっきり言えば

ね，それを聞いておかないと使っているかたがどういう風に考えているのかよ

くわからないですし，その協議会自体がどっちを目的として進んでいっている

のかわからないので教えて頂きたい。 

（井上会長） 

北川部長。 

（事務局 北川） 

先ほども申し上げた通り，右か左かという，そういう議論の場ではないです。 

（藤田委員） 

でも何か目的をもってしないと，単なる協議会開いているだけではないです

よね。 

（事務局 北川） 

単なる協議会を開いているわけではありません。 

やはり課題をすり合わせて，そこから新しいものを生み出そうと，そういっ

たところも考えながら，想定しながら取組んでいるということでございますの

で，どうしても，右か左かという話が出るのですけど，そこはお互いの立場を

わきまえながら今進めているということです。 

（井上会長） 

では，空田さん。 

（空田委員） 

今のパイプラインの件ですが。 

一番初めにこのパブリックコメント，この中では，かなりパイプラインの件

についていろいろ，市民から要請があるのですけど，市の答えは，大半がパイ

プライン施設の方針については，現在も利用者の皆様と協議中であり，対策を

含めて，いろいろな課題を整理しますので，今後の検討の参考とさせていただ
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きますという文章がほとんどです。だから，今おっしゃったように，右か左か

いうのもいろいろあるのでしょうけど，最後にパイプライン施設については，

今説明いただきまして，この中の 1つで，提案事項で維持管理費の削減ですか，

この中で電力入札の実施とか，運転時間の変更，こんなのが結構効いているの

ですよ，おかげさまで。 

というのは，私は月曜日，必ず朝の８時過ぎから下に降りるのですけど，だ

いたい７～８時は赤ランプなのですよね，今までは。それが今回は今の提案事

項で，運転時間の変更で深夜に全部引いて頂けると，そうすると，朝の内は，

７，８時は，空っぽになっているんですよね。そうするとランプはずっと青で，

そうすると我々，若葉町ですけども，共稼ぎが多いんですよ，７，８時いうの

は出勤時間なんですよね。 

そうすると，バスもギリギリでやっているから，どうしても赤の場合は横に

おいて，そのままバスに乗って出勤するんですよ，すると，カラスがすぐ来て，

私はずっとチェックしているんですけど，ランプが青であれば自分でキーをも

って入れられるんですけど，赤ですから開かないんですよね。 

それが今回，運転時間の変更というのが，これはいろいろ協議した結果，こ

ういう案，答えが出たと思うんですけど，おかげさまで朝８時前後はずっと青

ランプで，うまく運転してますんで，カラスがつつくとか，そういったトラブ

ルが一切なくなりまして，これは大変我々助かっているんです。 

今後こういう，深夜料金を利用して，深夜に引いてもらうというようなこと

をして頂ければ，我々利用者としても大変助かると思うので，今後も一つ宜し

くお願い致します。 

（井上会長） 

ありがとうございました。 

そうしましたら時間も迫ってまいりましたので，その他について，事務局様

から説明お願い致します。 

（事務局 藪田） 

それでは，5番のその他です。 

環境施設課の藪田です。 

先ほども 1 番最初にご説明しました，ごみ処理基本計画ですね，ここの８５

ページから施設整備計画というページがあったと思うんですけど。 

先ほども説明させていただいたのですけども，そこに記載させて頂いており

ます，中間処理施設であるごみ焼却施設と資源化施設ですね，不燃物処理の資

源化施設ですね，これについて，供用開始２０年を超えてきているということ
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もありまして，次期の施設の整備計画を考えております。 

焼却施設というのが，建て替えるのに非常に年数がかかりまして，概ね１０

年位かかってくるような計画になります。 

ですので，今から建てるんだという計画を動かしだして，出来あがるのが１

０年後というものなのです。 

ということで，今，次の施設を考えております。 

その考える中で，建替えや近隣市との広域化というのを検討していく必要が

あるという中で，４月以降ですね，この広域化の可能性ですね，出来るんでは

ないかという可能性について，西宮市と，具体的に細かい話をしながら詰めて

いきたいなという予定にしております。 

この件につきましても，またこの審議会の方でいろいろご意見を伺っていき

たいなと思っています。 

ですので，平成２９年度に入りましたら，広域化の事についても審議会で情

報提供，ご説明させていただきましてご意見伺っていきたいなと思っています。 

本当にパイプラインも含めて来年度というのは，大きな審議が増えてくるか

と思いますけど，芦屋市のために是非ご協力をお願いしたいと思います。 

（井上会長） 

ありがとうございました。 

今のご説明に対して何かご意見，ご質問等ありましたらお願い致します。 

（吉田委員） 

今おっしゃった広域化とパイプラインというのは何か関係がありますか。 

それとも全然ないですか。 

（事務局 藪田） 

我々の方は施設，敷地内には同じものがあるんですけど，考えて行く上で別

物と考えています。 

何故かと申しますと，パイプラインというのはごみを集める収集システムで

すね，今，広域化を考えておるのは中間処理施設ということで，集めるところ

ではなく，集めた後の処理するところを広域できないかと。 

というのは，中間処理施設は，大きくすればするほど，スケールメリットと

いうものが出てきますので，経費的にも環境的にも効率的になるというもので

すので，我々は別に考えていくということでございます。 
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（吉田委員） 

ありがとうございます。 

（井上会長） 

他なにかございますか。よろしいでしょうか。 

そう致しましたら，以上で議事は終了とさせていただきたいと思います。 


